
 

 

今月のオススメ  
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≪神様からの宿題≫  著者：山本 育海、山本 智子 

 『神様からの宿題』という本は、筋肉が骨になる難病、ＦＯＰ患者の山本育海さんとその母山本智子

さんの手記です。育海さんは体を動かすことが大好きでしたが、ＦＯＰという病気は転んだり、重いも

のを持ったり、体に負担をかけることは絶対にしてはいけないと知り･････。 

 当時、ＦＯＰは難病に指定されておらず、署名を集めるところから活動を始めたそうです。治療法も

まだ見つかっていません。そこで育海さんは自分の細胞をｉＰＳ（山中教授が研究されている）で研究

してもらうために提供することにしました。ＦＯＰ患者にとって体に傷をつけることはハイリスクなこ

とです。育海さんの「薬の開発が進んでほしい。ＦＯＰの患者がこれ以上、心も体も傷つかないよう

に」という一生懸命な思いが感じられます。最後にこの本を読んでＦＯＰにつて知ることができて良か

ったと思います。みなさんも興味があったら是非読んでみてください。          （ＹＮ） 

 

 図書だより編集部より  

山本育海さんは、今年の２月２５日に明石市立明石商業高校を卒業したばか 

りの 18 歳です。皆さんと同世代ですね。卒業後は、講演を通してＦＯＰにつ 

いて理解を広める活動を行っていく、とマスコミの取材で語っていました。 

彼は自ら２００９年１１月に京都大を訪問して、山中教授に直接頼んだそう 

です。山中教授は「手探りの状態だけど、頑張ります」と、協力を約束してく 

れたそうですよ。一日も早く治療法が見つかるといいですね。 

 

 

≪ぼくは明日、昨日のきみとデートする≫  著者：七文 隆文 

 私がおすすめする本は、七文隆文さんの『ぼくは明日、昨日のきみとデート 

する』という本です。この本は累計７５万部を超える大人気小説で映画化も決 

定されている本です。 

 内容は美大に通う高寿が高嶺の花のような女性に一目惚れし、交際まで発展 

していたが、彼女には想像もできないような大きな秘密が隠されていた。奇跡 

的な運命で結ばれた２人を描く、甘く切ない恋愛小説です。 

 私がこの本を読もうと思ったきっかけは、“おすすめの恋愛小説 第１位” 

になっていたからです。この本は何回でも読みたいと思えるし、途中に内容を 

振り返って思い返してみるのもいいです。とても、泣けるし、幸せで、純粋な 

気持ちになれるので、是非読んでみてください。         （ＨＳ） 

 

 図書だより編集部より  

 “おすすめの恋愛小説 第１位”のほか、もっとも地元（京都）の人々に読んでほしいと思う小説を

書店員と一般読者の投票で決める“第３回 京都本大賞”も受賞しています。４月末現在で、なんと 90

万部を突破したとか････。映画は、主演福士蒼汰、ヒロイン小松菜奈で今年 12 月公開予定だそうで

す。コミック化もされていますが、まずは活字で自分を主人公・ヒロインに置き換えて、恋愛小説に浸

ってみませんか？ 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『今月のオススメ』は、毎月図書委員が“私のとっておきの１冊”を紹介する

コーナーです。紹介した本を是非、学校図書館で借りて読んでください。 

また、『先生のオススメ』も毎月先生方の“オススメ”の本を紹介します。

今月は校長先生ですが、来月の先生はどなたか？ おたのしみに！ 

金曜日昼休みは混雑します。なるべく金曜日のご利用は避け、他の曜日に借

りに来てください。 

 

開館時間 ８：３５～１６：５０ 

（※１人５冊 貸し出し期間２週間） 

 

～図書委員会から～ 

 

 

≪ホワイト・アウト≫ 著者：真保 裕一 

 本は出会いですね。好きな作家の新作で最初から読む気満々な場合、書店で偶然に手にする場合、

仕事や勉強のために読まなければならない場合、人から贈呈してもらう場合等々。この本は、21 年

前に同僚の国語の先生に、「面白い本、何かないですか？」と尋ねて紹介してもらったものです。こ

の本に出会うまでは、私はあまり日本の冒険小説・ミステリー小説を読んでいませんでした。理由

は、日本のそれはスケールが小さく人物描写がステレオタイプだなと感じていたからです。若気の至

りの思い込みだったかもしれませんが。この本をきっかけにして、真保裕一の著作は読み始めるよう

になったのですから。国語の先生は私の読書の恩人です。いや、仲人さんかもしれません。 

 

本作は、日本最大の超水量を誇るダムを乗っ取り５０億円を要求するテロ 

リストに、たった一人のダム運転員が立ち向かうというストーリーです。読 

みやすい文章力、疾走感あるストーリー展開、ダイナミックな自然描写と、 

私の想像を遥かに超える世界がそこにありました。ダムの構造から日本の電 

力状況まで、物語の中で理解できる描写力に感嘆しました。後に、織田裕二 

主演で映画化されました。むべなるかなです。 

 ところで、みなさんは「ホワイトアウト」を経験したことがありますか。 

私は、２０～３０代の頃はよく山登りをしていたので、何度か冬山で遭遇し 

たことがあります。吹きなぐる風に雪煙が舞い、一瞬にして視界が遮られ 30 

センチ先を進む友の姿が消えてしまいます。迂闊に歩を進めようものなら、 

登山道を踏み外し転落してしまいます。 

 

✿生徒へひと言✿ 

 閑話休題。本作は、どんな予備知識・経験がなくとも冬山の恐ろしさが実感できるはずです。そし

て、巨悪と戦う決意を固めた男の凄まじいばかりのパワーを感じることができる珠玉のエンターテイ

メント小説です。是非、みなさんに堪能してもらいたい一冊です。素敵な出会いになるはずです。 

先生のオススメ  安瀨 一夫 校長先生 
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